
 

 

三角形の各辺上にそれぞれを，
















となるようにとる。との交点を，

との交点を，との交点をとするとき，

三角形と三角形の面積比を求めよ。

　　点から直線に平行な直線を引き，辺との交点をとする。

，だから，連比で考えると，

となる。すると，

△と△の面積比を考えると，△：△
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したがって，△△　　
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とした場合はどうなるだろうか？　
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  より△△△ 


  
△


  

  
△

 
三角形の線分の比と面積比  

                                                              

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 1） 
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（ただし， ）とした場合は，ベクトルの

得意とするところである。　と同じ位置ベクトル設定でいくと，
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  として　   
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以下と同じ。  に様々な値を代入すると，直ちに面積比が求められる。
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　次に，ベクトルの利用を考えよう

図）のように，点を原点とする

位置ベクトルを考え    とする。

与えられた線分の比より 
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（図 2） 

続いて  とすると   



……と表される。

一方，　とも表され，
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とは平行ではなく，はとによって通りに表されるから，

（これを「とは次独立である」という）　
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同じ位置関係にあるので△△△
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△以下  と同じ。


